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   This is a case report of a 10-years-old boy who developed a  •congenital valve in the 
left side ureter and a calculus formation in the opposite kidney. Nephrectomy was 
performed on the left side. The nephrectomized kidney with a valve in its ureter had 
been pyonephrotic and a valve of semilunar shape was found in the upper part of the 
ureter. 
   The tissue showed the complete finding of a congenital valve histologically. 
   We discussed also about the cases of ureteral valve formation, reported by Momose 
1956. After investigating of these three cases, only the first case turned out truly 
congenital.
【1】 緒 言
先天性尿管弁膜症は稀な疾患 であ り,そ の報
告 も極めて少ない.嘗 て著者 の1人 百瀬はその
3例を報告 したが(日泌尿会誌,47:578,1956),
之等症例 に関 して楠隆光教授 より種 λ教示 され
る所が あり,そ の症例 の厳密な再検討 を行つた
結果,第2及 び第3例 は先天性 と診断す るに欠
くる所があ り,第1例 のみ本症 と確診 され るに
至つた.
偶 女最近表記 の如 き症例 を得た ので,此 処 に


















































































































先 天性 尿管弁膜症 は稀 なものであ るが,我 国
で も近年相次で2,3の 報 告が行 われている.
本症は所謂Pseudo或 はacquiredvalveと
称せ られ る何等 か の原因に より形 成せ られた尿
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管粘膜 の搬 襲,捻 転せ る水尿管内腔 の屈曲,腎
孟 の非対称性拡張 に よつて生 じた腎孟 ・尿管移
行 部の柵状物,或 は尿管膀胱壁部 の痕跡的 な偽
膜等 と混 同され易 く,之 を先天性弁膜 として報
ぜられたものも少 くない.
Wa11及びWachter(1952)は先 天性 尿管
弁膜症 とは,1)解 剖的 に尿管 を横 に走 る搬 襲
であ り,.之茄正常粘膜 でおおわれ,且 つ滑平筋
線維 を含有する.2)弁 膜 よ り上 方尿路は拡張
し,下 方は正常である.3)他 に水腎 症乃至水
尿管 を惹起する如何な る機械的乃至機能 的原 因
が見当らない.と い う3条 件を具備す るものと
し,従 来の報告例 を取 捨撰択 し,自 己 の1例 を
含め5例 のみが真 の先 天性 尿管弁膜症であ ると
した.
以来本症の診断にはWal1及 びWachterの
定義を尊重す る事が諸学者 の一致 した意見 とな
り,著 者 も之に従い1956年本邦症例 を集め,自
験3例 を加え 日泌会誌上(47,578,1956)に
発表したが,今 回新たに1例 を経験 す る に 当
り,先 の3症 例 並に本邦丈献例を再検討 し,自
己の第2,3例 は本症 より除外す るを妥 当 と考
え,叉 当時久保 田の剖 倹例 も本症例中に包括 し
たが,そ の病理学的所見 より当然之 も本症 より
除外すべ き事が判明 した.
したがρて本 邦報 告例 は金城(1929),小野
(1952).駄森 ・山崎 の2例 く1957).t.、児 玉 ・
白井(1957)の諸症例 に,先 に報告 した 自験例
1例(1956)並に今回報告 の1例 を加え計7例
となる.
今回著者の経験例 は,生 来特記 す る症状 を示
さなかつたが,突 然嘔吐,左 腹痛 が出現 し,左
腎部 の腫瘤が認知 され,手 術 に より先 天性尿管




すものではな く,一 部 の症例 にのみ その発現 を
みるものである.我 々の症例 では生後10年に し
て始めてその症状 を顕示 したが,本 邦例 に於 て
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弁膜 の形状は,半 月状 のものが最 も 多 い 型
で,我 々の追 加例 も同型 のものであつた.弁 膜
発生部 も一定 しないが,我 々の追加例 は一見腎
孟 ・尿管移行部 と思われたが,児 玉 白井が述
べ るが如 く,弁 膜上方 尿路が拡張 し,腎 外腎孟
が下方 に延長す るため一見腎孟 ・尿管移行部 と
























我 々は最近反対側腎 に結石を合併 した先天性
尿管弁膜症 の1例 を経験 した ので,そ の概要 を
紹介 し,些 か本症 に対す る考按を加 え,且 つ著
者 の1人 百瀬が先 に本症 として報告 した3例 中
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第5図 弁膜部粘膜下の滑平筋線維束及び
結合織(H-E染 色)
